ミレニアム津波ハザードの総合的リスクと被災後の回復過程の評価・研究集会

6月17日（金）

会場：東北大学工学部・総合研究棟 1階講義室（101）
14:00－14:30
今村　文彦

「東日本大震災による津波波源モデルについて」

14:30－15:00
松本　秀明・熊谷　真樹

「仙台平野における弥生時代に襲来した津波の遡上距離再評価」

15:00－15:30
橘　徹

「中新世の深海成堆積岩に記録された複数の津波イベント」

15:30－16:00
後藤　和久

「2011年津波に伴う津波堆積物の調査結果」

16:00－16:30
越村俊一

「東北地方を襲った津波の流況と建物被害」

6月18日

会場：東北大学工学部・総合研究棟 11階セミナー室（1115）
9:00－9:30
牧　紀男

「東日本大震災における岩手県の危機対応」

9:30－10:00
小岩　直人

「三陸海岸北部～上北平野における津波の浸水域，遡上高，堆積物に関する予備調査結果」

10:00－10:30
都司　嘉宣
「歴史記録の上のミレニアム津波」

10:30－11:00
菅原　大助

「2011年3月11日の津波による仙台平野での土砂移動について」

